
夏 !!!
（第２保育所　プール開き）

平成 28 年 8月号　No.77

今月のみどころ
・役場庁舎整備検討委員会
　中間報告
・町総合防災訓練
【くらしのカレンダー】
・児童手当についてのお知らせ
・送り盆供物収集について



第
1
回
（
2
月
18
日
開
催
）

『
統
合
新
庁
舎
の建

設
が
必
要
』

〈
庁
舎
の
現
状
と
課
題
〉

・
行
政
機
能
の
分
散
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

・
庁
舎
の
分
散
に
よ
る

維
持
管
理
費
の
増
大

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の対

応
が
不
十
分

・
耐
震
性
へ
の
危
惧

　
こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
消
す
る
た

め
に
は
、『
統
合
新
庁
舎
の
建
設
が
必

要
で
あ
る
』
と
確
認
さ
れ
、
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
平
成
27
年
2
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」
に

基
づ
き
、今
後
の
役
場
庁
舎
の
整
備
方
針
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、平
成
28
年

2
月
に
「
役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、了
承
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会

中
間
報
告

未来最適な公共施設を次世代に

▲昭和 41年竣工の役場本庁舎（旧増穂町役場）

▲昭和 43年竣工の役場分庁舎（旧鰍沢町役場）
（外壁タイル落下により防護柵を設置している）
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第
2
回
（
3
月
17
日
開
催
）

『
統
合
新
庁
舎
の

6
つ
の
基
本
方
針
』

　
統
合
新
庁
舎
建
設
の
た
め
の
基
本

理
念
を
『
人
や
環
境
に
優
し
く
、
町

民
の
安
全
と
安
心
を
支
え
る
庁
舎
』

と
し
、
次
の
6
つ
を
基
本
方
針
と
し

ま
し
た
。

①
町
民
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
効
率
の

向
上
を
目
指
し
た
機
能
的
な
庁
舎

②
経
済
性
・
耐
久
性
を考

慮
し
た
庁
舎

③
住
民
協
働
の
拠
点
と
な
る

人
が
集
う
庁
舎

④
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

基
本
と
し
た
人
に
や
さ
し
い
庁
舎

⑤
環
境
と
の
共
生
の
と
れ
た
庁
舎

⑥�

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を

支
え
る
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎

第
3
回
（
5
月
31
日
開
催
）

『
庁
舎
建
設
位
置
は

現
在
地
が
望
ま
し
い
』

　
延
床
面
積
お
よ
び
敷
地
面
積
が
次

の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

【
延
床
面
積
】

　
約
6
，0
0
0
〜
6
，5
0
0
㎡

【
敷
地
面
積
（
駐
車
場
含
む
）】

　
約
1
2
，0
0
0
㎡

　
ま
た
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
設
定

し
た
望
ま
し
い
立
地
条
件
に
よ
り
、

庁
舎
の
建
設
位
置
は
、『
現
在
地
で
建

て
替
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
』
と
意

見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
（
6
月
30
日
開
催
）

『
統
合
新
庁
舎
建
設
費
は

概
算
で
26
億
円
程
度
』

『
建
設
費
の
財
源
は
、

合
併
推
進
債（
※
）を
活
用
』

　
統
合
新
庁
舎
建
設
費
（
設
計
費
・

解
体
費
・
外
構
整
備
費
を
除
く
）
や

そ
の
財
源
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
了
承

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、『
事
業
完
了

年
度
は
、
平
成
36
年
度
末
を
目
標
』

に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
合
併
推
進
債
と
は
？

　
合
併
し
た
市
町
村
が
使
用
で
き
る

地
方
債
（
地
方
公
共
団
体
が
行
う
借

入
れ
）
で
、
後
年
度
に
返
済
す
る
元

金
と
利
子
の
40
パ
ー
セ
ン
ト
（
公
共

施
設
な
ど
を
廃
止
し
て
行
う
統
合
施

設
な
ど
の
整
備
の
場
合
は
50
パ
ー
セ

ン
ト
）
が
国
か
ら
地
方
公
共
団
体
に

交
付
さ
れ
る
お
金
（
地
方
交
付
税
）

と
し
て
措
置
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債

で
す
。

〈
会
議
資
料
・
会
議
録
の
公
表
〉

　
本
検
討
委
員
会
で
は
、会
議
資
料
、

会
議
録
な
ど
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
町
政
情
報
→
役
場
か
ら
の
お
知
ら

せ
→
富
士
川
町
役
場
庁
舎
整
備
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
」

●
お
問
い
合
わ
せ

　
管
財
課　
施
設
整
備
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
6

▲狭くゆとりがない窓口

▲高齢者や障害者への配慮が不十分

▲検討委員会の様子

〜
委
員
か
ら
の
声
〜

　
役
場
庁
舎
整
備
検
討
委
員
会
の

中
で
、
委
員
か
ら
は
次
の
よ
う
な

意
見
や
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

・
新
庁
舎
は
、
文
化
の
発
信
源
・

町
の
景
観
に
影
響
を
与
え
る
シ
ン

ボ
ル
の
よ
う
な
庁
舎
に
し
た
い
。

・
庁
舎
を
利
用
す
る
住
民
・
職
員

双
方
が
利
用
し
や
す
い
庁
舎
を
目

指
し
て
ほ
し
い
。

・
障
害
者
や
高
齢
者
、
子
ど
も
連

れ
の
人
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
広

さ
に
し
て
ほ
し
い
。

・
平
常
時
だ
け
で
な
く
、
災
害
な

ど
非
常
時
を
想
定
し
た
広
さ
の
庁

舎
建
設
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

・
候
補
地
と
し
て
は
、
現
在
地
が

地
盤
も
よ
く
立
地
的
に
も
い
い
と

思
う
。
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防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
防
災
訓
練
は
、
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
消
火
や
炊
き
出
し
な
ど
、
技

術
的
な
こ
と
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
日
常
で
は
気
が

付
か
な
か
っ
た
点
や
改
善
点
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
発
見
で
き
る
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、地
域
の
皆
さ
ん
と「
近
助・

共
助
」
の
精
神
で
、
連
携
を
密
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
力
が

高
ま
り
、
災
害
時
の
防
災
・
減
災
に

大
き
な
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
地
域

の
防
災
訓
練
へ
積
極
的
に
参
加
し

て
、
ご
近
所
同
士
で
顔
を
合
わ
せ
る

機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

訓
練
配
信
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

性
の
高
い
災
害
・
避
難
情
報
を
町
内

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
N
T
T

ド
コ
モ
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」と
a
u（
K
D
D
I
）

お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が

提
供
す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
9
月
4
日
（
日
）

実
施
の
総
合
防
災
訓
練
で
緊
急
速
報

メ
ー
ル
の
配
信
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
日
時

　
9
月
4
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜

◆
配
信
文

【
訓
練
】

　
避
難
指
示

【
訓
練
】

　
こ
ち
ら
は
富
士
川
町
で
す
。
富
士

川
町
内
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
た
だ
ち
に
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
情
報
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、【
訓

練
】
で
す
。
実
際
の
災
害
時
に
は
、

身
の
安
全
を
確
保
し
、
適
切
な
情
報

に
基
づ
き
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

富
士
川
町
防
災
課

◆
注
意
事
項

　
富
士
川
町
に
隣
接
す
る
市
町
の
一

部
で
も
受
信
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
受
信
で
き

な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○
携
帯
電
話
の
電
源
が
オ
フ
に
な
っ

て
い
る

○
携
帯
電
話
が
圏
外
に
な
っ
て
い
る

○
通
話
中
・
通
信
中

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

防災対策は入念にしましょう！

町総合防災訓練
9月4日（日）

※各区の防災訓練は、別日で行われる場合があります。
　日時・詳細などは、各区にご確認ください。

緊急速報
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電
話
で
の

お
金
の
話
は
赤
信
号
!!
　
高
齢
者
の
被
害
が
目
立
つ
特
殊
詐

欺
の
手
口
は
、
次
の
3
類
型
で
す
。

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　
息
子
や
孫
を
装
い
、「
風
邪
を
引
い

て
声
が
変
わ
っ
た
」、「
携
帯
電
話
番

号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
と
言
っ
て
だ

ま
す
。

・
還
付
金
詐
欺

　

役
場
職
員
や
銀
行
員
な
ど
を
装

い
、「
医
療
費
の
過
払
い
金
が
あ
る
」、

「
A
T
M
で
手
続
き
で
き
る
」な
ど
と

言
っ
て
だ
ま
す
。

・
金
融
商
品
詐
欺

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
自
宅
に
送
り
付

け
、「
あ
な
た
に
権
利
が
あ
る
」、「
名

義
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
言
っ

て
だ
ま
す
。

※
特
殊
詐
欺
と
は

　
面
識
の
な
い
不
特
定
多
数
の
人
に

電
話
を
か
け
る
な
ど
し
て
対
面
す
る

こ
と
な
く
、
指
定
し
た
口
座
へ
の
振

り
込
み
、そ
の
ほ
か
の
方
法
に
よ
り
、

現
金
な
ど
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
の
総

称
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
鰍
沢
警
察
署
生
活
安
全
係

　
☎
22
―
0
1
1
0

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

　
役
場
や
税
務
署
職
員
な
ど
を
名
乗

り
、「
医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
が
あ

る
」
な
ど
と
言
っ
て
だ
ま
し
て

A
T
M
（
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
の

機
械
）
の
操
作
を
さ
せ
、
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
「
還
付
金
詐
欺
」
の
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
医
療
費
の
還
付
や
税
金
の
還
付
、

年
金
の
手
続
き
な
ど
の
た
め
に
、
町

民
の
方
に
電
話
で
金
融
機
関
の

A
T
M
の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

電
話
で
の

お
金
の
話
は
赤
信
号
!!

　

振
り
込
め
詐
欺
に
よ
る
被
害
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐

欺
の
犯
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
で
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
を
だ
ま
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
不
審
な
電
話
は
、
突
然
か
か
っ
て
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

　
こ
う
い
っ
た
電
話
が
あ
っ
た
と

き
は
、
あ
わ
て
た
り
動
揺
し
た
り

せ
ず
に
、ま
ず
、「
詐
欺
か
も
し
れ

な
い
」と
疑
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
ず
に
、

電
話
の
内
容
が
事
実
か
ど
う
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。振
り
込
む
前
に
、

ひ
と
り
で
判
断
し
な
い
で
家
族
や

親
せ
き
、
友
人
な
ど
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　
不
審・心
配
に
思
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
警
察
署
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

特
殊
詐
欺
の
主
な
犯
行
手
口

還
付
金
詐
欺
の
被
害
が

増
え
て
い
ま
す
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＆絶景ウォーク大会

コース
【スタート＆ゴールは道の駅富士川】

◇ロング 32km
　道の駅富士川➡大法師公園➡小室山妙法寺
　　➡矢川集落➡平林交流の里みさき耕舎
　　　　➡𣇃米集落➡道の駅富士川
◇ミドル 20km
　道の駅富士川➡大法師公園➡小室山妙法寺
　　➡矢川集落➡殿原スポーツ公園
　　　　➡道の駅富士川
◇ショート 16km
　道の駅富士川➡大法師公園➡小室山妙法寺
　　➡殿原スポーツ公園➡道の駅富士川

◆種目	 ロング〜ラン＆ウォーキング
	 ミドル〜ラン＆ウォーキング
	 ショート〜ウォーキングの 5種目

ボランティアスタッフ募集
　大会を一緒に創りあげ、盛り上げていただく
ボランティアスタッフを募集します。
　この大会は、大勢の皆様によって支えられて
います。ぜひ「ボランティアスタッフ」として
参加しませんか。

活動時間	 午前 6時〜午後 5時頃（予定）
募集内容	 �コース誘導、エイドステーションス

タッフ（給水）、救護スタッフ、会場
スタッフなど

参加資格	 16 歳以上の健康な男女
支 給 品	 記念品、弁当（昼食）、飲み物
そ の 他	 事前に説明を行います。
申込締切	 10 月 28 日（金）
申し込み	 �実行委員会事務局まで電話でお申込

みください。

【お問い合わせ】ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会実行委員会事務局
　産業振興課　観光振興担当　☎22－7202　 教育委員会　生涯学習課　☎22－5361

12月4日（日）開催!!
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第3回 ゆずの里クロスカントリー

　　参加申し込み方法　　　※申込締切　10月24日（月）
①RUNNET　HPの大会ページから
　�　「ダイヤモンド富士が見える町ふじかわ第 3回ゆずの里クロスカントリー＆絶景ウォーク大会」を開き、指示
に従ってエントリーしてください。
②パンフレットの申し込み欄から
　　大会パンフレットの裏面、申し込み欄に必要事項を記入し申し込んで下さい。
　　（パンフレットは役場本庁舎、分庁舎などに置いてあります）
◆申込先	 ・メールの場合　fujioproject@gmail.com
	 ・FAXの場合　① 046−872−1238（FUJIOPROJECT）　② 0556−22−5290（産業振興課）
	 ・持参の場合　産業振興課（分庁舎 2階南）
◆参加費	 ラン（ロングの部）5,000 円　（ミドルの部）4,500 円　ウォーキング　3,500 円

※前日の交流会参加費含む
◆振込先	 ①ふじかわ農協　鰍沢支店　普通口座　7930　ランアンドウォークタイカイジッコウイインカイ
	 ②みずほ銀行　祖師谷支店　普通口座　1033005　ミヤチ フジオ

ダイヤモンド富士が見える町ふじかわ

　第 3回目となる、ゆずの里クロスカントリー＆
絶景ウォーク大会を開催します。富士川町には富
士山の眺望に優れたスポットが数多くあり、それ
を盛り込んだ見どころ満載なコースとなっていま
す。また、エイドステーション（給水所）である
小室の妙法寺・平林のみさき耕舎・𣇃米集落では、
地域の方々にご協力いただき、特産品などで参加
者をおもてなしします。
　町の魅力が詰まったこの大会に、ぜひご参加く
ださい。

スケジュール
【12月 3日（土）】　交流会および体験講座
〈交流会〉	 15：30 〜　前日受付
	 16：00 　　交流会（参加費無料※食事はありません）
	 　場所：道の駅富士川　展望学習室
〈体験講座〉	 13：30 〜　ゆず収穫体験（先着 20名）
	 　申し込み：産業振興課　参加費 1人 2,000 円
	 14：00 〜　ノルディックウォーク『初めの一歩』
	 　場所：道の駅富士川　芝生広場 ※参加は自由で無料

【12月 4日（日）】　★表彰式は随時実施
　道の駅富士川	 6：30	 受付　※ 7：30まで
	 7：30	 開会式
	 8：00	 ウォーキングの部スタート
	 9：00	 ラン（ロングの部）スタート
	 9：30	 ラン（ミドルの部）スタート
	 12：00	 みさき耕舎　関門
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◆
人
数　
2
名

◆
応
募
資
格

①
富
士
川
町
に
在
住
し
て
い
る
方

②�

平
成
28
年
4
月
1
日
現
在
、
満
20

歳
以
上
の
方

③�

平
日
の
評
価
委
員
会
に
出
席
で
き

る
方

④�

町
で
委
嘱
さ
れ
て
い
る
他
の
審
議

会
委
員
で
な
い
方

◆
任
期　
9
月
〜
平
成
30
年
3
月

◆
役
割　
事
務
事
業
に
関
す
る
外
部

評
価
な
ど

◆
応
募
方
法　
応
募
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
て
提
出
願
い
ま
す
。

応
募
の
動
機
を
4
0
0
字
以
内
で
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
は
、持
参
、

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
。

※
応
募
用
紙
は
、
本
庁
舎
政
策
秘
書

課
で
受
領
す
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
選
考　
役
場
内
に
設
置
す
る
「
選

考
委
員
会
」
で
審
査
決
定
し
、
通
知

し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　
8
月
12
日（
金
）必
着

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
〒
4
0
0
―
0
5
9
2

　
天
神
中
條
1
1
3
4

　
政
策
秘
書
課　
企
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

seisaku@
tow
n.fujikaw

a.lg.jp

　
任
期
満
了
及
び
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
伴
い
、
6
月
議
会
に
お
い
て

同
意
さ
れ
、
新
し
い
農
業
委
員
（
14

人
）が
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
28
年
7
月
20
日
か

ら
平
成
31
年
7
月
19
日
ま
で
の
3
年

間
と
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
地
区
名
）

井上　勇義 氏
（長澤区）

㓛刀　千秋 氏
（天神中條区）

深澤　　洋 氏
（小室・髙下区）

笠井　千尋 氏
（中立者）

深澤　健次 氏
（小林区）

保坂　　猛 氏
（最勝寺区）

大森　一仁 氏
（平林区）

秋山　和雄 氏
（農協）

山形　廣喜 氏
（𣇃米区）

秋山　 治 氏
（青柳町区）

堀口　孝秋 氏
（五開区）

杉田　洋一 氏
（大久保区）

井上　　茂 氏
（大椚区）

川口　郁也 氏
（鰍沢北・中・南・中部区）

事
務
事
業
住
民
評
価
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

新
し
い
農
業
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

平成 28. 8 月号　No.77（8）



子育てサポーター養成講座
受講者　大・大・大募集！

子育てサポーター養成講座
受講者　大・大・大募集！

子育て支援 ファミリーサポート富士川
　「ファミリーサポート富士川」は、今年11月で開設から5年を迎えます。お子さん・
保護者が安心して、いきいきと地域の中で子育てができるよう、これからも支援します。
《ファミリーサポートの活動内容》
　○保育所、児童クラブ、習い事への送迎　　○保育所、学校、児童クラブ後の預かり
　○保護者が冠婚葬祭、兄弟姉妹の学校行事の際の預かり
　○保護者の体調不良や受診、リフレッシュにも !!

おねがい会員
＊生後 3ヵ月〜小学校 6年生までのお子さんがいる方
＊町内に在住または通勤してる方
＊「おねがい会員」は随時受け付けしています
＊ 9月から交通費を、1㎞につき 20円を

実費でお支払いいただきます
まかせて会員（有償ボランティア）
＊心身ともに健康で、子育てに意欲のある方
＊町が実施するサポーター養成講座を受講していただきます
両方会員
＊「おねがい会員」で「まかせて会員」としても活動できる方

〜あなたもまかせて会員として活躍しませんか？〜

　現在、「おねがい会員」に対して「まかせて会員（有償ボランティア）」の登録が不足しています。地域の子育て
に力を寄せていただける方を募集します。
　「まかせて会員」に登録するには、次の子育てサポーター養成講座を受講する必要があります。
　ぜひこの機会に受講し、子育てサポーター「まかせて会員」として地域で活躍してみませんか？

日 時 内　　　容 講　　師　　等
9月 1日㈭ 13：15〜15：15 『子どもの世話』 子育て支援課　　保健師　池田　愛子
9月 2日㈮ 13：15〜15：15 『心の発達とその問題』 認定カウンセラー　川邉　修作先生

9月 5日㈪
10：00〜13：00 『子どもの栄養と食生活』（講義と実習） 福祉保健課　　管理栄養士　山﨑なぎさ
13：15〜13：30 閉講式
13：30〜14：30 『ファミリーサポートの意義と方法』 ファミリーサポート富士川　アドバイザー

◇受講会場	 かじかざわ児童センター
◇受 講 料	 無料
◇申込締切	 8月25日（木）まで
◇申込方法	 電話またはFAXで住所、氏名、生年月日、性別、電話番号をお知らせください。

●お問い合わせ　かじかざわ児童センター　☎22－0809　FAX 48－8202

子どもが
大好き！

何かできる
ことをしたい

子育てが
ひと段落

自分の子と
一緒に育てたい

①�お願い
依頼

②協力
依頼

③�まかせて会
員の紹介

④事前打ち合わせ、支援

⑤利用料精算

⑥報告書
提出

子どもが
大好き！

何かできる
ことをしたい

子育てが
ひと段落

自分の子と
一緒に育てたい

ファミリーサポートのしくみ
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交通事故やケンカで
けがや病気をした場合は…

◇
募
集
種
目

　
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自

衛
官
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
（
看

護
）、防
衛
大
学
校
学
生
、防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛
官
候
補

看
護
学
生
）

※�

資
格
・
要
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス

募
集
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
5
―

2
8
3
―
5
1
5
0

自
衛
隊
山
梨
地
方
協

力
本
部
募
集
課

☎
0
5
5
―

2
5
3
―
1
5
9
1

国民健康保険 高齢受給者証は8月更新です
　国民健康保険に加入されている70歳から74歳の方がお持ちの
高齢受給者証（白色）は、7月31日が有効期限となっています。
新しい受給者証を普通郵便で郵送しますので、お手元に届きまし
たら記載内容を確認し、8月1日から被保険者証と一緒に医療機
関などの窓口へ提示してください。なお、現在お使いの高齢受給
者証は、新しい受給者証が届いてから、はさみで細かく切るなど
して処分してください。
※負担割合は平成27年中の所得に応じて決定されます。

「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額減
額認定証」、「特定疾病療養受療証」が 8月以降も必
要な方はお手続きを !!
　現在お持ちの、各認定証、受療証の有効期限は7月31日です。
引き続き交付を受けたい場合は、8月中に再度申請をするようお
願いします。
◇持 ち 物　保険証、印鑑、各認定証または特定疾病療養受療証
◇申請場所　役場本庁舎　町民生活課④番窓口

交通事故やケンカで
けがや病気をした場合は…

　交通事故やケンカなど、第三者の行為による負傷で健康保険を使って医療機関などを受診された場合、「第三者行
為による傷病届」の提出が義務づけられています。
　本来、病院で治療した費用は自分に落ち度がない限り全額（一部落ち度がある場合はその分だけ相殺）を加害者
が負担すべきものです。しかし、国民健康保険を使って治療を行うと、加害者に代わって町が支払ったことになり
ます。後日、町ではその治療費を加害者または自動車保険会社などに請求します。
　傷病届が提出されないと加害者または自動車保険会社に治療費の請求ができませんので、被保険者に請求する場
合があります。必ず、「第三者行為による傷病届」を提出してください。
　交通事故の場合、交通事故証明書（人身事故）が必要になりますので、
警察に届け出てください。また、自損事故でも医療機関を受診する際は、
確認事項がありますので傷病届の提出をお願いします。
　詳しくは、お問い合わせください。

●お問い合わせ
　町民生活課　保険・年金担当　☎22−7209

自衛官
募集
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平
成
28
年

熊
本
地
震
義
援
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
6
月
30

日
ま
で
町
内
4
か
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
、
多
く
の
方
か
ら
の
ご
支
援
を

い
た
だ
き
、
総
額
1
，5
3
2
，

0
4
2
円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　
お
預
り
し
た
義
援
金
は
、
7
月
11

日
に
熊
本
県
町
村
会
に
送
金
し
、
熊

本
県
内
の
各
町
村
に
配
分
さ
れ
ま
す
。

　
被
災
地
復
興
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

熊
本
県
の
1
日
も
早
い
復
興
を

願
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
相
談
員
に
よ
る

障
害
者
相
談
会
を
開
催

　
障
害
者
や
家
族
の
方
の
悩
み
事
、

制
度
、
障
害
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す

る
相
談
会
で
す
。
ど
ん
な
事
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
開
催
日　
8
月
24
日（
水
）、11
月

22
日
（
火
）、
平
成
29
年
2
月
22
日

（
水
）

◇
時
間　
午
前
10
時
〜
正
午

◇
会
場　
保
健
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

計
画
の
事
後
評
価
に
つ
い
て

　
町
で
は
、
平
成
22
年
度
に
実
施
し

ま
し
た
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
の
整
備
推
進
計
画
に
つ
い
て
事
後

評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
8
月
か

ら
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
政
策
秘
書
課　
企
画
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
6

農
地
法
許
可
申
請
書
な
ど
の

提
出
期
限
が
変
わ
り
ま
す

　
8
月
か
ら
農
地
法
許
可
申
請
書
な

ど
の
提
出
期
限
が
、
こ
れ
ま
で
の
毎

月
13
日
か
ら
12
日
と
な
り
ま
す
。
12

日
が
休
日
と
な
る
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
直
前
の
平
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。転
用
な
ど
を
お
考
え
の
方
は
、

事
前
に
農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
の

う
え
、
早
め
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産
業
振
興

課
内
）

　
☎
22
―
7
2
0
2

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
募
集

◇
応
募
内
容　
親
し
み
や
す
く
シ
ン

プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン

◇
応
募
資
格　
ど
な
た
で
も
可
能
で

す◇
応
募
期
間　
8
月
1
日
（
月
）
〜

9
月
30
日
（
金
）
必
着

◇
応
募
方
法　

作
品
と
作
品
の
解

説
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
郵
送
先

〒
4
0
0
―
8
5
8
7

甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
番
35
号

山
梨
県
自
治
会
館
2
階

山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

②
電
子
メ
ー
ル

4
M
B
以
内
の
画
像
デ
ー
タ

（
J
E
P
G
、P
D
F
形
式
）を
添
付

k
o
u
h
o
@
y
a
m
a
n
a
s
h
i-

iryoukouiki.jp

◇
採
用
作
品　
1
点
（
賞
品
：
山
梨

県
特
産
品
3
万
円
相
当
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
総
務
課

　
☎
0
5
5
―
2
3
6
―
5
6
7
1

リ
ユ
ー
ス
食
器
0
円
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認
定
N
P
O
法
人
ス
ペ
ー
ス
ふ
う

平
成
28
年
5
月
利
用
分

　
町
内
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
で
の
利
用

料
は
無
料
で
す
。
積
極
的
に
利
用
し

て
、
ゴ
ミ
の
出
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
！

お知らせ

Information

使用日 使用イベント名 全体注文数
（箸・スプーン含む）

リユース食器数
（個）

CO2削減量
（kg）

スギ本数
（本）

5/15 パウワウマーケット 2,230 1,550 119.35 8.6

5/29 青柳町区
グラウンドゴルフ大会 250 250 19.25 1.4

合計 2,480 1,800 138.6 10
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み
な
さ
ん
は
、
突
然
の
腹
痛
や
下

痢
に「
あ
れ
っ
？　
も
し
や
」と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　
食
中

毒
は
、
家
庭
で
も
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
、
と
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。

家
庭
に
お
け
る
食
中
毒
は
、
症
状
が

軽
か
っ
た
り
、
家
族
の
う
ち
全
員
に

は
症
状
が
出
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

も
あ
る
た
め
、
食
中
毒
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
原
因

細
菌
に
よ
る
食
中
毒

　
気
温
が
高
く
、
細
菌
が
育
ち
や
す

い
6
月
か
ら
9
月
頃
が
ピ
ー
ク
で

す
。
食
べ
物
の
中
で
増
殖
し
、
そ
の

食
べ
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
食
中

毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

　
低
温
や
乾
燥
し
た
環
境
下
で
長
く

生
存
し
、11
〜
1
月
が
ピ
ー
ク
で
す
。

体
内
に
入
る
と
、
人
の
腸
管
内
で
増

殖
し
、食
中
毒
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

冬
場
に
流
行
す
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が

こ
の
代
表
で
す
。

食
中
毒
が
発
生
し
や
す
い
場
所

　
家
庭
で
の
調
理
の
際
や
、
作
っ
た

料
理
を
暖
か
い
部
屋
に
長
時
間
放
置

し
て
お
く
と
、
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が

付
着
・
増
殖
し
て
し
ま
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
食
器
洗
い
用
ス
ポ
ン
ジ
や
布

き
ん
、ま
な
板
、

シ
ン
ク
な
ど
は

細
菌
な
ど
が
付

着
し
や
す
い
場

所
で
す
。ま
た
、

焼
肉
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
で
の
食

中
毒
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

生
肉
に
触
れ
た

ト
ン
グ
や
箸

で
、
焼
き
あ

が
っ
た
肉
や
サ

ラ
ダ
を
食
べ
る

事
が
主
な
原
因

で
す
。

食
中
毒
予
防
の
３
原
則

　
食
中
毒
は
、
次
の
予
防
方
法
を
き

ち
ん
と
守
れ
ば
予
防
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
家
庭
で
も
し
っ
か
り
と
衛

生
管
理
を
行
い
、
食
中
毒
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

廃棄物（ゴミ）の焼却は禁止です
　野焼きに関する苦情が役場に寄せられています。
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律では、原則として廃棄物（ゴミ）の焼却を禁止しています。

（例）　※家庭から出たゴミ　　※家庭で剪定した枝や木　　※霜害を防ぐための廃タイヤなど
　　　※農業でマルチングやビニールハウスに使用したビニール類

　また同法に違反した場合は、5 年以下の懲役若しくは 1,000 万円以下の罰金という罰則があります。

（例外）・廃棄物処理基準に従った焼却炉でのゴミの焼却　　　　・災害の応急対策や復旧のため必要なゴミの焼却
　　　・農業者が行う稲わらや、林業者が行う伐採枝などの焼却
　　　・「どんど焼き」など風俗習慣上又は宗教上の行事を行うための焼却
　　　・たき火、キャンプファイヤー（ビニール、プラスチックなどのゴミを燃やすことはできません。）
　　　　※�剪定した枝や、田んぼの稲わらなどを燃やす場合は、峡南消防署に電話または口頭での届出をしてくだ

さい。（峡南消防本部火災予防条例第45条第1項、火災とまぎらわしい煙の届出に該当）
　　　　　〈峡南消防本部〉市川三郷町下大鳥居27　☎055−272−1919
　ただし、煙が多く発生し、交通の妨げとなったり、臭いが近所の迷惑になったりする場合は、上記の焼却であっ
ても禁止となります。
●お問い合わせ　町民生活課　生活環境担当　☎22−7209

健
康
い
き
い
き
情
報

食
中
毒
に
ご
用
心
　
〜
意
外
と
身
近
な
食
中
毒
〜

New

今月は
山﨑管理栄養士

が担当です

今月は
山﨑管理栄養士

が担当です
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固
定
観
念
と
は
、
そ
の
人
の
持
っ

て
い
る
考
え
方
や
思
い
込
み
の
こ
と

を
指
し
ま
す
。

　
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

・
ベ
ビ
ー
グ
ッ
ズ
…
男
の
子
は
ブ

ル
ー
系
・
女
の
子
は
ピ
ン
ク
系

・
子
ど
も
が
泣
い
た
場
合
、「
男
の
子

は
強
い
か
ら
泣
か
な
い
の
よ
」、女
の

子
は
慰
め
ら
れ
る
。

・
活
発
な
子
ど
も
に
対
し
、
男
の
子

は「
元
気
で
い
い
わ
ね
」、女
の
子
は

「
女
の
子
ら
し
く
お
と
な
し
く
し
な

さ
い
」

・
い
い
大
学
に
入
る
と
い
い
会
社
に

勤
め
ら
れ
、将
来
が
安
定
し
て
い
る
。

・
男
性
は
働
か
な
く
て
は
い
け
な
い

く
て
、
女
性
は
子
育
て
に
専
念
す
べ

き
。

・
自
治
会
長
は
男
性
が
や
る
べ
き
。

・
テ
レ
ビ
だ
か
ら
信
用
で
き
る
。

な
ど
、
自
分
が
信
じ
て
い
る
も
の
、

当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が

固
定
観
念
で
す
。

　
「
〜
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
や

「
〜
べ
き
だ
」「
〜
だ
ろ
う
」
と
い
っ

た
考
え
方
が
、
固
定
観
念
だ
と
言
え

ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
近
年
、
い
く
つ
か

の
固
定
観
念
が
変
わ
っ
て
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
女
性
の
職
業
だ
と

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
男
性
も
加
わ

り
、「
看
護
師
」
や
「
保
育
士
」
に
な

り
ま
し
た
。
育
児
を
夫
婦
で
や
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
し
、
男
性
の

買
い
物
客
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、

視
野
が
広
が
り
、
生
き
方
、
行
動
、

在
り
方
が
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

　
「
性
別
に
係
わ
り
な
く
、そ
の
人
ら

し
く
、
伸
び
や
か
に
生
き
ら
れ
る
社

会
」、「
個
人
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
に
ふ

さ
わ
し
い
生
き
方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
選
択
で
き
る
社
会
」、「
私
は
こ

う
生
き
た
い
」
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る

社
会
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
が
「
当
事
者
」
と
し
て
の
意
識

を
持
ち
、
行
動
す
れ
ば
住
み
よ
い
、

住
ん
で
み
た
い
町
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

［6月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

低区第 6 水源取水ポンプ取替工事 最 勝 寺 5,330,000 ㈱関東日立　山梨支社

増穂小学校非常階段塗装工事 最 勝 寺 3,150,000 ㈱ 太 陽 社

増穂中学校給食室屋根塗装工事 天 神 中 條 1,195,000 ㈲ 加 賀 美 塗 装 店

町道大椚大久保線配水管布設替工事 長 澤 7,930,000 ㈲ 入 倉 鉄 工 所

町道最勝寺小林 1 号線配水管布設替工事 最 勝 寺 4,040,000 ㈲ 長 澤 水 道

増穂中学校空調設備設置工事 天 神 中 條 4,250,000 高 橋 商 事 ㈲

町道新道線防護柵改修工事 鰍 沢 805,000 栄 建 設 工 業 ㈱

増穂中学校テニスコート改修工事 天 神 中 條 1,090,000 ㈲ ラ イ ズ

第三分団詰所敷地内防火水槽設置工事 長 澤 8,600,000 神 田 建 設 ㈱

鰍沢汚水枝線 33 − 28 − 4 号管布設工事 最 勝 寺 7,500,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

長沢汚水枝線 31 − 2 − 28 − 3 号管布設工事 大 久 保 10,250,000 ㈱ 天 満 組

情報システム機器リース 天 神 中 條 489,100 NTT ファイナンス㈱　東京営業所

タブレット端末購入 天 神 中 條 2,470,000 ㈱ Y S K  e - c o m

町道仙洞田 1 号線（八幡隧道）補修設計業務委託 髙 下 3,700,000 ㈱ サ ン ポ ー

町道箱原 10 号線測量設計業務委託 箱 原 1,300,000 ㈲グローバルエンジニア

公共下水道管渠実施設計業務委託（その 2 ） 𣇃 米 15,000,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

中部地区簡易水道台帳作成業務委託 鰍沢、鹿島、箱原 3,900,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

富士川町下水道事業業務継続計画策定業務委託 富 士 川 町 4,550,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

地方公営企業法適用基本計画策定業務委託 富 士 川 町 2,850,000 オリジナル設計㈱　山梨事務所

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

固定観念
変えませんか？

富士川町
男女共同参画推進委員会
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◇
日
時　
10
月
8
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
開
演

　
（
午
後
1
時
開
場
）

◇
会
場

　
富
士
川
町
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

◇
出
演

第
1
部
（
公
開
収
録
）

　
▽
ゲ
ス
ト　
山
田
邦
子（
タ
レ
ン
ト
）

　
地
元
の
ご
長
寿
夫
婦
2
組

第
2
部
（
講
演
会
）

　
▽
テ
ー
マ

　
「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ
う
！
」

　
▽
講
師　
山
田
邦
子

◇
司
会

　
堀
越
将
伸

　
（
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

◇
入
場
料　
無
料
で
す
が
、
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

◇
応
募
方
法　
郵
便
往
復
は
が
き
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
往
信
お
も
て
】

（
あ
て
先
）
〒
4
0
0
―
0
5
0
3

　
天
神
中
條
8
2
0
―
1

　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　
「
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
係

【
往
信
う
ら
】（
ご
自
分
の
）
郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番
号

【
返
信
お
も
て
】（
ご
自
分
の
）
郵
便

番
号
・
住
所
・
名
前

【
返
信
う
ら
】　
何
も
書
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。（
抽
選
結
果
を
印
刷
し
て
ご

返
送
い
た
し
ま
す
。）

◇
申
込
締
切

　
8
月
31
日
（
水
）
必
着

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
う

え
入
場
整
理
券
（
1
枚
で
2
名
入

場
可
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

※�

1
歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
売
買
サ
イ
ト
な

ど
で
の
転
売
を
目
的
と
し
た
お
申

し
込
み
は
、
固
く
お
断
り
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
転
売
を
目
的
と
し

た
お
申
し
込
み
で
あ
る
と
判
断
し

た
場
合
は
、
当
選
を
取
り
消
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

N
H
K
で
は
受
信
料
の
お
願
い
に

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

◆
放
送
予
定　
12
月
1
日
（
木
）

　
午
後
8
時
〜
8
時
29
分

　
（
E
テ
レ
・
全
国
放
送
）

再
放
送　
12
月
8
日
（
木
）

　
午
後
1
時
5
分
〜
1
時
34
分

　
（
E
テ
レ
・
全
国
放
送
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
富
士
川
町
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

　

☎
22
―
8
8
1
1
（
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
※
月
・
祝
日
の
翌
日
を
除

く
）

　
N
H
K
甲
府
放
送
局

　
☎
0
5
5
―
2
5
5
―
2
1
4
8

（
平
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
）

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

「
ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
」

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

■
発
売
中
！

　
山
梨
県
内
を
中
心
に
活
躍
す
る
ユ

ニ
ッ
ト
「
ジ
ェ
ン
ト
ル
ブ
リ
ー
ズ
」

が
、
そ
よ
風
の
よ
う
な
メ
ロ
デ
ィ
を

お
届
け
し
ま
す
。
伝
統
楽
器
の
尺
八

と
電
子
オ
ル
ガ
ン
の
異
色
の
組
み
合

わ
せ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
9
月
10
日
（
土
）

午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　
自
由
席
（
ロ
ビ
ー
）
限

定
60
席
1
，0
0
0
円

【
募
集
情
報
】

池
田
綾
子

「
作
っ
て
み
よ
う
！
　
歌
っ
て
み
よ
う
！
　

歌
っ
て
簡
単
！
　
作
曲
体
験
！
」

　
ひ
ら
め
い
た
言
葉
、
思
い
が
け
な

い
笛
の
音
を
歌
に
仕
立
て
ま
す
。

◇
日
時　
8
月
2
日
（
火
）、
3
日

（
水
）
2
日
間　
午
後
1
時
〜
3
時

◇
対
象　
小
学
生
・
幼
児
（
幼
児
は

は
保
護
者
同
伴
）
定
員
30
人

◇
内
容　
手
作
り
楽
器
を
使
っ
た
作

曲
体
験

◇
受
講
料　
無
料

◇
申
込
締
切　
7
月
31
日
（
日
）

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
親
子
で
楽
し
む
は
ー
と
ふ
る
コ

ン
サ
ー
ト
」
の
延
期
と
ホ
ー
ル
使

用
中
止
の
お
知
ら
せ
と
お
詫
び

　
8
月
21
日
（
日
）
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
ホ
ー
ル
の
空
調
設
備
の
緊

急
修
繕
の
た
め
、
延
期
し
ま
す
。
公

演
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
皆
さ
ん

に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。詳
細
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
舞
台
・
客

席
の
ご
利
用
を
修
繕
が
完
了
す
る
ま

で
、
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　町・町教育委員会とNHK甲府放送局
およびNHK厚生文化事業団では、「ハー
トネットTV　公開すこやか長寿」の公開
収録を実施します。
　観覧をご希望の方は、次の要領でお申
し込みください。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

ハートネットTV公開収録
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【
短　

歌
】

夕
星
の
一
つ
光
り
ぬ
ど
の
あ
た
り
一
人
登
れ
る
貴
方
を
見
つ
む

	

堀
内　

竹
子

空
き
缶
で
作
り
し
金
箕
の
使
い
良
さ
国
光
さ
ん
の
遺
品
と
な
り
ぬ

	

堀
内　

久
子

少
し
ず
つ
道
路
が
色
を
か
え
て
ゆ
く
音
も
な
く
ほ
そ
く
降
る
春
の
雨

	

依
田　

郁
子

【
俳　

句
】

預
か
り
し
キ
ュ
ー
ピ
ー
と
居
る
夏
の
椅
子	

内
藤
浜
二
郎

沢
蟹
を
追
ひ
か
け
し
子
等
今
い
づ
こ	

遠
藤　

喜
子

白
ば
ら
の
ほ
の
か
に
匂
ふ
診
療
所	

渡
辺　

春
江

【
川　

柳
】

い
つ
ま
で
も
女
静
か
に
紅
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　6月に茨城県で行われた関東高等学校体育大会自転車競技（スクラッチ
（※1））において優勝し、7月28日から鳥取県で行われる全国高等学校体
育大会（インターハイ）に出場する甲府工業高等学校2年、依田翔大さん
にお話を伺いました。
■自転車競技を始めたきっかけは？
　中学生の頃、自転車のアニメやツール・ド・フランス（※2）を見て自
転車競技に興味を持ちました。中学3年のときに道の駅富士川で行われた
自転車のイベントに参加したことがきっかけで、本格的に競技をやってみ
たいと思い、今の高校への進学を決めました。

■自転車競技の魅力は？
　レースのとき相手と駆け引きしながら勝負するところで
す。また勝負に勝ったときは、つらい練習のこともすべて
忘れるくらい最高の気分になることができます。これが一
番の魅力です。
■今後の目標と将来の夢は？
　まずは、7月のインターハイで優勝することです。将来
は、4年後の東京オリンピックに出場して、いつかはツー
ル・ド・フランスに出場してみたいです。
　家族もみんなで応援してくれているので、夢を叶えて、
家族に恩返ししたいです。

※ 1　20人ほどの選手で行われるレースで、着順で順位が決定する競技
※ 2　毎年 7月にフランスおよび周辺国で行われる世界最大の自転車ロードレース

〜富士川町から世界へ !! 〜

依田　翔大さん（青柳町区）

▲関東大会表彰式の様子
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環境美化活動収穫を楽しみに
　6月 18日（土）、町建設安全協議会の会員の皆さん
による環境美化活動が行われました。
　この活動は、道路の環境美化のため、同協議会が毎
年行っています。

　6月 18日（土）、私立保育園たんぽぽ子どもの家に
おいて、年長児と保護者によるお田植え会が行われま
した。お田植え経験があるおじいちゃんから教えても
らいながら、秋の収穫を楽しみに汗を流しました。

咲き誇るあじさい
　6月 25日（土）から 7月 3日（日）の間、小室山妙法寺において、あ
じさい祭りが開催されました。色とりどりのあじさい約 2万株が咲き乱
れ、多くの来場者が訪れました。また、地元のゆずを使ったゆず餅やゆず
うどんなどの販売や親子写生大会、ウォーキングなどのイベントも行われ
ました。

虫歯ゼロを表彰
　町愛育会は、6月
26日（日）、保健福
祉支援センターにお
いて、「愛育まつり」
を開催しました。当
日は、虫歯がない中
学3年生と3歳児、
82 人が表彰された
ほか、中学生ボラン
ティアが用意した風
船や新聞紙のプール
で楽しみました。

▲町道青柳横通り線
（増穂支部） ▲町道北新町 1号線

（鰍沢支部）▲おいしいお米になってね

はじめてのお仕事
　ますほ児童セン
ターでは、6月18日
（土）、わくわくサタ
デーを開催し、カワ
テ看板店でお仕事体
験を行いました。子
どもたちは、自分の
名前が入ったオリジ
ナル看板を作りまし
た。

▲看板に飾りつけ作業 ▲虫歯がないってうれしい
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▲おばあちゃんと七夕飾り作り

首都圏富士川会　総会・懇親会選挙啓発活動
　7月 10日（日）、東京都内のホテルにおいて、総会
および懇親会が開催されました。総会後に行われた懇
親会では、約 270 人の参加者が余興や抽選会を楽しみ
ました。

　町明るい選挙推進協議会は、7月 1日（金）、オギノ
富士川店店舗入口において、7月 10日執行の第 24回
参議院議員通常選挙の選挙啓発活動を行いました。投
票率の向上のため、多くの買い物客に投票を呼びかけ
ました。

夏本番 !!　待ちに待ったプール開き♪ 水消火器を寄贈
　7月 1日（金）、
町立各保育所にお
いて、プール開き
が行われました。
塩と酒でお清めを
したあと、プール
を楽しみにしてい
た園児たちは、元
気いっぱい気持ち
よさそうにプール
を楽しみました。

　7月 6日（水）、小
林一元さん（長澤区）
から町立第2保育所
に水消火器2台を寄
贈していただきまし
た。代表の園児3人
が実際に使って消火
訓練を行うと、ほか
の園児から手拍子で
の応援の声があがり
ました。

おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に 見事入賞 !!
　6月 30日（木）、町立第 4保育所
において、おじいちゃん、おばあちゃ
んを招いて、ふれあい七夕集会が行
われました。一緒に歌を歌ったり、
七夕飾りを作って楽しみました。

　7月 9日（土）、鰍沢小学校の児童
が「交通安全子供自転車山梨県大会」
に出場し、団体の部で 3位に入賞し
ました。また、個人の部では、髙橋
周汰くんが 8位、大久保壱真くんが
10位に入賞しました。

▲お肩をトントントン ▲ 8位に入賞した髙橋くん

▲全員で富士川町の歌を大合唱♪▲投票を呼びかける委員

▲冷たくて気持ちいいね（第 2保育所） ▲消火訓練を行う小林さんと園児
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午
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。

◀ばら　▼かご苺

◇主　　催	 町教育委員会（公民館成人セミナー）
◇講 習 日	 9月21日（水）、30日（金）、10月7日（月）　いずれも午前9時〜
	 ※1日だけの参加でも構いません
◇会　　場	 町民会館　会議室2、3
◇持 ち 物	 はさみ（小）、鉛筆、赤ボールペン（細字）、ダブルクリップ（2，3個）、
	 ぬれ手拭い、小皿2枚、糊つけ用広告紙
◇材 料 代	 ・かご苺（色紙サイズ）1,500円
	 ・ばら　（6号サイズ）2,800円　※材料代にはチャコペーパー・糊を含みます
◇講　　師	 入倉 武津子先生（和紙ちぎり絵「しゅんこう」）
◇申し込み	 8月12日（金）午後4時までに教育委員会に代金を添えてお申し込みください。
	 ※額（かご苺）3,300円、額（ばら）4,500円など、教材に適した額のお申し込みも受け付けます。

●お問い合わせ　　教育委員会生涯学習課　☎22−5361

ち
ぎ
り
絵
教
室

弓 道 教 室弓道で身も心も活性化！
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆ 8月のホームタウンゲーム
　・13日（土）18：00　VSアルビレックス新潟
　・27日（土）未定　　VS大宮アルディージャ

山に親
しみ　山に感謝する

2016年 8月 11日『山の日』（国民の祝日）

『子どもと登る　はじめての富士山』　『アタック山梨百名山』
『団塊諸君　山もいいぞ』『日本百名山　山あるきガイド』
『地図を読むと、山はもっとおもしろい！』
『これで身につく山歩き 100 の基本』『花の百名山　登山ガイド』
『山ごはんの基本とレシピ』『クルマで行く日帰り山あるき』
『山なんて嫌いだった』市毛良枝著　『山と渓谷』（月刊誌）
『神々の山嶺』（上・下）夢枕獏著　『邂逅の森』熊谷達也著
『天空への回廊』笹本稜平著　『クライマーズ・ハイ』横山秀夫著

『読書感想文がすらすらかける！』
『作文名人への道』『小学生のおもしろ理科実験』
『自由研究　小学生　まとめ 10分レポートつき』
『新聞紙とガムテープでこんなのつくれた！』
『生きものつかまえたらどうする？』
『おどろきいっぱい！トマト』

ほか、多数揃えました。

【映画】
『後妻業』黒川博行著（8/27 公開）
『ルドルフとイッパイアッテナ』

斉藤洋著（8/7 公開）

おすすめの山の本

夏休みに役立つ！

【日時】　8月 20日（土）
　　　　午前 11時〜 11時半
【場所】　町民図書館　1階和室
幼児〜小学生向きの読み聞かせをします。

お 詫 び と 訂 正
　広報ふじかわ 7月号（No.76）裏表紙『子ども
名作劇場』につきまして、『安岡晴日くん』とある
のは、『安岡晴日ちゃん』の誤りです。
　訂正し、お詫び申し上げます。

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　500 万円　保坂精治様（鰍沢中）
　「甲州鰍沢温泉かじかの湯の振興のために」
一金　10 万円　大木誠二様（青柳町）
　「亡母とし江様のご遺志により学校保健のために」

戸籍の窓
自 6 月 1 日　至 6 月 30 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	長　　　 	 秋山　一花	（いちか）	 女	 一　将
	青　柳　町	 山田　千尋	（ちひろ）	 男	 樹
	 〃	 渡邊　加奈	（か　な）	 女	 圭　一
	 〃	 　　リマ グズマン，ジャンデルレイ タダシ	 男� リマ，ジャンデルレイ

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	𣇃　　　米	 山形　雄也	 夢　野	 （ 星 川 ）
	長　　　 	 佐川　幸司	 絵里子	 （ 遠 藤 ）
	鰍　沢　北	 浅井　一浩	 知　子	 （ 松 平 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 伊藤　好美	 82	 ま す み
	天 神 中 條	 長澤　 子	 87	 州　　健
	 〃	 名取　祐司	 51	 和　　子
	𣇃　　　米	 秋山　照男	 94	 三 千 夫
	 〃	 大久保さか江	 90	 洋
	長　　　 	 折居　久雄	 89	 和　　雄
	青　柳　町	 深 　由夫	 76	 武　　史
	 〃	 中込元一郎	 62	 暁　　子
	 〃	 澤田　清子	 93	 和　　男
	 〃	 深 　数枝	 92	 良　　彦
	平　　　林	 秋山 子	 89	 健
	鰍　沢　中	 原　　規子	 93	 俊　　郎
	中　　　部	 中込　文江	 80	 始

ひとのうごき（ 7月 1日現在）

人　口	 15,728 人	 （− 28）
　男	 7,665 人	 （− 10）
　女	 8,063 人	 （− 18）
世　帯	 6,280 戸	 （−   4）	 ※ (　) 内は対前月比

おはなし会

課題図書は
おはやめに！
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

安部桃
も

空
あ

南
な

ちゃん　5歳（鰍沢北）
　

佐野　蓮
れん
斗
と

くん
（平成 27年 1月・最勝寺）
父　哲也さん・母　美和さん

佐久間芽
め
生
い

ちゃん
（平成 25年 10月・大椚）
父　利和さん・母　薫さん

大森　莉
り
乃
の

ちゃん
（平成 26年 6月・最勝寺）
父　直紀さん・母　加奈子さん

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　いつも家族を楽しませてく
れる莉乃♪大森家に産まれて
きてくれてありがとう！

　お庭で遊んでいい笑顔
　楽しいこといっぱい見つけ
て毎日笑顔で過ごそうね♡

　我が家のお姫様！
　お兄ちゃん達と仲良く元気
に大きくなってね！
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